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米軍空中給油機
移駐問題

 

昨
年
、
10
月
29
日
に
発
表
さ
れ
た
在
日
米
軍
再
編
に
関
す
る
中
間
報
告
に
は
、
鹿

屋
基
地
へ
の
米
軍
空
中
給
油
機
の
移
駐
や
他
の
基
地
の
自
衛
隊
機
や
米
軍
機
が
同
基

地
を
活
用
す
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
市
で
は
市
内
の
各
種
会
議
な
ど
の
意
見
を
参
考
に
、
市
と

し
て
の
最
終
意
見
を
取
り
ま
と
め
、
３
月
27
日
に
防
衛
庁
な
ど
に
提
出
し
ま
し
た
。

鹿
屋
市
の
最
終
意
見
は

　
　
　

移
駐
に
断
固
反
対
！

　

米
軍
空
中
給
油
機
の
移
駐
問
題
に

関
し
て
、
市
で
は
、
市
民
の
安
心
・

安
全
を
最
優
先
に
位
置
付
け
、
反
対

の
姿
勢
を
貫
い
て
き
て
い
ま
す
。

　

こ
の
移
駐
案
に
対
す
る
こ
れ
ま
で

の
取
り
組
み
と
し
て
は
、
市
や
市
議

会
を
は
じ
め
、
大
隅
地
域
す
べ
て
の

首
長
・
議
長
で
構
成
す
る
大
隅
総
合

開
発
期
成
会
や
鹿
屋
市
の
周
辺
市
町

の
首
長
で
構
成
す
る
鹿
屋
市
周
辺
地

域
米
軍
再
編
問
題
対
策
協
議
会
が
、

国
へ
の
反
対
要
望
活
動
を
実
施
し
て

き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
元
新
聞
社
の
電
話
世
論

調
査
で
は
、
鹿
屋
市
民
の
７
割
以
上

が
米
軍
移
転
に
反
対
。
さ
ら
に
、
市

民
に
よ
る
大
規
模
な
「
市
民
集
会
」

の
開
催
や
署
名
活
動
が
実
施
さ
れ
る

な
ど
、
市
民
の
反
対
の
声
は
日
増
し

に
強
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
国
は
、
こ
れ
ま

で
地
元
に
対
す
る
詳
細
な
説
明
を
し

な
い
中
で
、
３
月
末
ま
で
に
、
在
日

米
軍
再
編
に
関
す
る
最
終
報
告
の
取

り
ま
と
め
を
行
う
こ
と
と
し
て
き
ま

し
た
。

　

そ
こ
で
、
国
が
最
終
報
告
を
取
り

ま
と
め
る
前
に
、
国
に
対
し
て
鹿
屋

市
の
意
見
を
提
出
す
る
た
め
、
各
種

会
議
の
意
見
を
参
考
に
、
意
見
の
取

り
ま
と
め
を
行
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

各
種
会
議
の
結
果
に
つ
い
て
は
、

基
地
周
辺
の
町
内
会
な
ど
で
構
成
す

る
鹿
屋
市
基
地
関
係
連
絡
協
議
会
が
、

○
空
中
給
油
機
部
隊
の
移
駐
に
伴
う

騒
音
や
事
故
危
険
性
の
増
大
が
強

く
懸
念
さ
れ
る
こ
と

○
日
本
に
と
っ
て
不
平
等
性
の
強
い

日
米
地
位
協
定
が
改
定
さ
れ
な
い

以
上
、
米
軍
移
転
を
受
け
入
れ
る

べ
き
で
は
な
い
こ
と

○
「
健
康
・
ス
ポ
ー
ツ
」
や
「
ば
ら

を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
」
な
ど
、

こ
れ
ま
で
の
ま
ち
づ
く
り
を
継
続

し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
こ
と

な
ど
の
理
由
に
よ
り
反
対
で
あ
る
こ

と
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
少

数
意
見
と
し
て
、
経
済
効
果
を
期
待

す
る
意
見
や
沖
縄
の
基
地
負
担
に
配

慮
す
べ
き
と
の
意
見
が
あ
っ
た
こ
と

か
ら
、
こ
れ
が
付
記
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
隅
総
合
開
発
期
成
会
は
、

○
海
上
自
衛
隊
の
基
地
に
加
え
、
新

た
に
米
軍
が
鹿
屋
基
地
に
駐
留
す

る
こ
と
は
、
日
米
が
共
同
し
て
基

地
を
使
用
す
る
と
い
う
、
基
地
の

形
態
が
根
幹
か
ら
変
わ
る
こ
と

○
訓
練
・
演
習
に
よ
る
騒
音
被
害
や

事
故
危
険
性
の
増
大
な
ど
に
よ
り
、

地
域
住
民
の
生
活
及
び
大
隅
地
域

の
基
幹
産
業
で
あ
る
畜
産
業
等
へ

の
甚
大
な
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
こ

と
○
自
衛
隊
と
米
軍
に
よ
る
鹿
屋
基
地

の
共
同
使
用
は
、
基
地
機
能
の
強

化
・
拡
大
に
つ
な
が
る
こ
と

○
日
本
に
と
っ
て
著
し
く
不
平
等
な

現
行
の
日
米
地
位
協
定
で
は
、
地

域
住
民
の
安
心
・
安
全
は
守
れ
な

い
こ
と

な
ど
の
理
由
に
よ
り
、
断
固
反
対
す

る
と
の
決
定
を
全
会
一
致
で
行
い
ま

し
た
。
ま
た
、
鹿
屋
市
周
辺
地
域
米

軍
再
編
問
題
対
策
協
議
会
は
、

○
訓
練
・
演
習
に
よ
る
騒
音
被
害
の

増
大
な
ど
に
よ
り
、
鹿
屋
市
民
は

も
と
よ
り
周
辺
自
治
体
の
住
民
生

活
及
び
地
域
の
基
幹
産
業
で
あ
る

畜
産
業
等
へ
の
甚
大
な
影
響
が
懸

念
さ
れ
る
こ
と

○
鹿
屋
基
地
は
市
街
地
の
中
央
に
位

置
し
、
周
辺
の
地
形
に
よ
り
非
常

に
限
ら
れ
た
飛
行
空
域
に
お
い
て
、

回
転
翼
、
固
定
翼
の
飛
行
回
数
が

年
間
約
５
万
回
に
及
ぶ
な
ど
、
現

在
で
も
特
異
な
基
地
形
態
に
あ
る

中
で
、
米
軍
部
隊
が
移
駐
し
て
く

る
こ
と
は
、
事
故
等
の
危
険
性
を

大
幅
に
増
大
さ
せ
る
こ
と

○
日
本
に
と
っ
て
著
し
く
不
平
等
な

現
行
の
日
米
地
位
協
定
で
は
、
地

域
住
民
の
安
心
・
安
全
は
守
れ
な

い
こ
と

な
ど
の
理
由
に
よ
り
、
断
固
反
対
す

る
と
の
決
定
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
会
議
結
果
等

を
受
け
て
、
最
終
的
な
ま
と
め
と
し

て
、「
鹿
屋
市
米
軍
移
転
問
題
に
関

す
る
意
見
交
換
会
議
」
は
、

○
『
空
中
給
油
機
部
隊
の
海
上
自
衛

隊
鹿
屋
基
地
へ
の
移
駐
に
つ
い
て

は
、
騒
音
や
事
故
危
険
性
の
増
大

が
懸
念
さ
れ
、
ま
た
日
米
地
位
協

定
の
抜
本
的
改
定
が
な
さ
れ
な
い

現
状
に
お
い
て
は
、
断
固
反
対
で

あ
る
。
な
お
、
少
数
意
見
と
し
て
、

「
経
済
効
果
や
移
駐
に
よ
る
メ

リ
ッ
ト
を
期
待
す
る
意
見
」、「
沖

縄
の
負
担
を
分
か
ち
合
う
べ
き
と

の
意
見
」
が
出
さ
れ
た
』

と
の
最
終
意
見
を
決
定
し
、
鹿
屋
市

に
提
出
し
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
市
と
し
て
は
、
こ
れ
ら

の
会
議
結
果
や
反
対
の
機
運
が
高

ま
っ
て
い
る
市
民
・
地
域
の
状
況
等

を
総
合
的
に
勘
案
し
、

「
米
軍
空
中
給
油
機
部
隊
の
海
上
自

衛
隊
鹿
屋
基
地
へ
の
移
駐
に
つ
い
て

は
、
騒
音
や
事
故
の
危
険
性
の
増
大

が
強
く
懸
念
さ
れ
る
と
と
も
に
、
現

行
の
日
米
地
位
協
定
の
も
と
で
は
、

市
民
、
地
域
の
安
心
・
安
全
な
生
活

は
到
底
確
保
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、

断
固
反
対
す
る
」
こ
と
を
、
鹿
屋
市

の
最
終
意
見
と
し
て
取
り
ま
と
め
、

鹿
屋
市
議
会
全
員
協
議
会
に
報
告
を

行
い
、
国
に
要
望
書
と
し
て
提
出
す

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

地
元
の
総
意
と
し
て

　
　

国
に
要
望
書
を
提
出

　

３
月
27
日
、
山
下
市
長
は
、
市
議

会
議
長
、
商
工
会
議
所
会
頭
、
周

辺
自
治
体
の
代
表
と
一
緒
に
な
っ
て

防
衛
庁
を
訪
問
し
、
鹿
屋
基
地
へ
の

米
軍
空
中
給
油
機
移
駐
案
に
つ
い
て
、

「
地
元
の
総
意
と
し
て
断
固
反
対
し
、

計
画
の
撤
回
を
求
め
る
」
と
し
た
要

望
書
を
額
賀
防
衛
庁
長
官
に
提
出
し

ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
額
賀
防
衛
庁
長
官

は
「
鹿
屋
基
地
へ
の
給
油
機
移
駐
は
、

普
天
間
基
地
の
全
般
的
な
機
能
の
負

担
軽
減
や
分
散
を
考
え
、
お
願
い
し

た
。
地
元
の
事
情
は
承
知
し
て
い
る

が
、
米
軍
再
編
問
題
は
、
今
、
大
詰

め
を
迎
え
て
お
り
、
鹿
屋
基
地
へ
の

移
駐
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
日
米
間

で
協
議
中
で
あ
る
。
引
き
続
き
誠
意

を
持
っ
て
対
応
し
た
い
」
と
述
べ
ま

し
た
。

　

な
お
、
こ
の
日
、
山
下
市
長
は
防

衛
施
設
庁
と
外
務
省
も
訪
問
。
防
衛

庁
と
同
様
に
要
望
書
を
提
出
し
、
空

中
給
油
機
移
駐
に
断
固
反
対
と
い
う

考
え
を
改
め
て
伝
え
ま
し
た
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

市
地
域
政
策
課
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３月27日、防衛庁で額賀防衛庁長官に要望書を手渡し会談。

３月22日、各種会議の結果を受けて協
議が行われた鹿屋市米軍移転問題に関す
る意見交換会議では、市民意見として、「断
固反対する」ことを決定しました。

●会　　長　　田中　俊實（鹿屋経済同友クラブ会長）
●構　　成　　農業、商業、建設業などの経済団体や教育機関・

団体の長、町内会長や若者・女性・高齢者毎の市

民グループの代表者及び鹿屋市周辺の自治体の首長

に、鹿児島県の職員１名をオブザーバーとして加え

た、合計29名で構成。

●設置目的　　米軍空中給油機の海上自衛隊鹿屋基地への移駐案
については、鹿屋市の歴史的根幹に関わる重要な

案件であることから、幅広い層の市民により、この

問題に特化した意見交換を行い、地元としての今後

の進め方や取り扱い等に関する協議を行うことを目

的とする。

●役　　割　　移駐案の詳細について確認し、移駐による鹿屋市
及び周辺市町への影響の検証を行うこと、並びにこ

の問題に関する市民意見を集約することを役割とす

る。

「鹿屋市米軍移転問題に関する意見交換会議」について


